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　哲学は古代ギリシアの時代から，「現れるもの・現出［ce qui apparaît, 
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」とか，「…であるように見え
るけれどもそれは外見だけかもしれない

















定（ないし推量）の助動詞であり，「…と思われる［il (me) semble que.. .］」，






















































 （7） 「あるもの［ce qui est］」と「あらぬもの［ce qui n’est pas］」とを区別し，ま
た前者の探求を「思われ・臆見［l’opinion, doxa］」の探求からも区別したパ
108
ルメニデス。また有為転変に満ちた感覚的なものの世界の彼方に，永遠的な
真の実在である「イデア」を置くとともに，そのイデアの中身を，やはり「そ
う思われること・臆見」ではない「在ること」として探求しようとしたプラト
ン。その後の多種多様な観念論［idéalisme］と実在論［réalisme］とのあら
ゆる展開̶̶「在ること」を「現れること」に基づけようとする現象学的な
企てをも含めて。
＊本稿は，科学研究費補助金による共同研究「多メディアにおける「らしさ」の変容
̶̶表象文化にとって「自然さ」とは何か」（基盤研究（C）課題番号 20520131 研
究代表：北山研二）の研究成果の一部である。
